
   ☆校内締切りがあるものは学校での手続きが必要なので事務室まで書類を取りに来てください。 （令和7年4月9日現在）

奨学金名 対象学年 応募条件 金額 給付/貸与 応募期間 校内締切り
次の３つすべての要件を満たしていること

①両親のどちらかを乳がんで亡くしている、または保護者のどなたかが現在乳がんで治療中 高等学校を卒業するまでの

J.POSH ‟奨学金まなび” 全学年 (投薬や経過観察などの定期的な通院含む） 最短修業年限の終期まで 給付 2025年4月1日(火)～2025年6月2日(月)【必着】 各自で申請
奨学金まなび基金 募集要項 | 認定NPO法人 J.POSH 日本乳がんピンクリボン運動 (j-posh.com)②経済的な理由により修学又はその継続が困難な生徒（収入目安：世帯年収400万円(額面)未満） 【月額】1万円（年額12万）

③給付開始時に高等学校（学校教育法に規定する全日制及び定時制、通信制の高等学校など）に在学中 年2回6か月分ずつ支給

（当年入学者含む）

次の要件を全て満たしている方。

①母子家庭、父子家庭（ひとり親家庭）

②在籍する学校で全履修科目について5段階評定平均が4.5以上の方。 【月額】1万5千円 【一次選考】令和7年3月1日～4月20日(公式webサイトより応募）

公益財団法人みずほ農場教育財団 全学年 ③学業が優れていて、品行方正な方。 令和7年4月から在学する 給付 【二次選考】令和7年5月10日～5月31日必着（一次選考通過した方） 各自で申請
公益財団法人 みずほ農場教育財団｜母子家庭・父子家庭の修学が困難な方への奨学金給付を目的とした教育財団 (mizuho-ef.or.jp)④経済的理由により修学が困難な方。 学校の正規の修業期間

⑤保護者の年収が300万円以下の方。

※他団体から奨学金の給付、貸与を受けていても申請可。

ただし、既受給奨学金又は併願奨学金が併給を認めない場合は申請不可。

①ひとり親世帯（母子家庭、父子家庭等）であり修学に関して経済的に困難な生徒。

「夢を応援基金 ②夢を実現するための意欲があり、社会への貢献を希望している品行方正な生徒。 2025年４月18日（木）必着（2025年3月21日より受付開始）

『ひとり親家庭支援奨学金制度』」 全学年 ③全国母子寡婦福祉団体協議会加盟団体の会員、及び入会を希望する方の子ども。 【月額】３万円 給付 【一次選考】申請書等の提出書類による選考 各自で申請

http://hyougoboshi.com/ ※他の奨学金との併用可 【二次選考】面接（保護者同席）、作文等による選考

※申請対象外…世帯１人あたりの収入平均額（2024年）が100万円以上の場合。 【最終選考】「ひとり親家庭支援奨学金選考委員会」による全国審査

       2024年度の学校出席率が80％未満の場合。

       兄弟姉妹による複数の申請があった場合の年少者（1世帯1名の申請）

①大阪府、兵庫県の一部（神戸市、尼崎市、西宮市、芦屋市、伊丹市、宝塚市、川西市、三田市、猪名川町）に在住して

いる者（住民基本台帳に登録されている者）で、募集年度の4月1日時点で18歳未満の者。

池田泉州奨学基金 １年生 ②高等学校（全日制課程、定時制課程、通信制課程）、特別支援学校高等部、中等教育学校の後期課程、高等専門学校又は 【月額】2万円 給付 2025年4月1日（火）～5月15日（木）【ＷＥＢ】 各自で申請

専修学校高等課程の１年次に在籍する者で、健康で向学心を有する者。 ※他の奨学金との併給可

③市町村民税所得割が非課税（０円）世帯の者（生活保護受給者含む）。

④本人、保護者（親権を行う者、未成年後見人その他の者で、児童を現に監護する者）が、反社会的勢力もしくはこれに

順ずる者またはそれらの構成員ではない者。

⑤給付期間の３年間について、生活状況報告およびフォローアップ（面談、メール等でのインタビュー等）に対応できる者。

⑥日本国籍を有しない場合は、永住者または特別永住者の在留資格を有する者。

①日本国籍を有する人。（外国籍を有する場合在留資格が『永住者』または『定住者』の人は応募可能）

似鳥国際奨学財団（2025年度下期） 全学年 ②ひとり親家庭（父子家庭・母子家庭など） 【月額】3.5万円 給付 2025年2月21日（金）～5月21日（水）13：00まで【ＷＥＢ】 各自で申請

https://www.nitori-shougakuzaidan.com/ ②18歳以下で、日本国内の高等学校（全日制）の1～3年に在籍の者。 ※ 各自で申請（三次選考まで有り）

公益財団法人  ①日本の各高等学校（高等専門学校、中等教育学校の後期課程、特別支援学校を含む）に在学している韓国人・朝鮮

     朝鮮奨学会 全学年 人学生（特別永住者証明書・在留カードの国籍表示が韓国もしくは朝鮮）。 【月額】1万円 給付 2025年4月10日（木）～5月12日（月）17：00【ＷＥＢ】 各自で申請

②成績優良（原則として前学年度の評定平均値3.0以上）であり、学費の支弁が困難な者。 ※募集期間内に本会ホームページの「応募受付フォーム」から申請

http://www.korean-s-f.or.jp ③2025年4月1日現在、満25歳未満の者（継続応募者は除く）。

 2025年度 奨学金募集案内   



奨学金名 対象学年 応募条件 金額 給付/貸与 応募期間 校内締切り

①兵庫県内の高等学校に在籍する生徒（学年問わず）。

公益信託 ②向学心に富み、かつ、成業の見込みがある者。

 山内健二記念奨学育英基金 ③学業、人物共に優秀であり、品行方正な者。前年度、または中学3年の成績の平均が5段階の4.3以上。 【月額】３万円 給付 2025年4月7日～2025年6月6日（当日消印有効） 5月23日(金)
https://www.smtb.jp/personal/entrustment/

public/example/list
全学年 但し、卓越した才能（スポーツ、芸術分野を除く）が認められる場合はこの限りではない。

④経済的理由により、十分な学習環境に恵まれない事情がある者。（世帯合計所得金額300万円以下であること）

⑤申請時において、同一世帯に当基金受給者がいないこと。

⑥在籍高等学校の推薦を受けることができる者。同一校からの推薦者は3名を上限とする。

①埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、大阪府、兵庫県内の全日制の高等学校に在籍する者。

②保護者（同一生計の父母）の道府県民税所得割額及び市町村民税所得割の合計が507,000円未満※である者。

公益財団法人 ※世帯年収約９１０万円未満程度が目安となります。 【月額】３万円 給付 2025年4月1日（火）～2025年5月31日（土） 5月16日(金)

オーケー育英財団 全学年 ③前年の全履修教科の評定平均値が５段階評価で3.5以上（小数点以下第２位を四捨五入）であり、人物が優秀である者。 ※生徒個人からの直接の応募は受け付けておりません。

④在学学校⾧又は担任が推薦する者。

他の奨学金制度を利用する予定の者であっても、応募資格を有します。

高等学校卒業後に４年制以上の大学に進学した場合は、引き続き奨学金の給付を受けることができます。

①東日本大震災で保護者（父または母ら）が死亡または行方不明になり、学業継続が困難な状況になっている高校生、

毎日希望奨学金 全学年 高等専門学校生、短大生、大学生、大学院生、専修学校生など。 【月額】3万円 給付 2025年4月22日（火）【必着】 各自で申請
（主に1年）②被災地以外の居住者も対象にします。

③奨学金受給者には、生活の様子を報告していただき、毎日新聞などで紹介することがあります。

高等学校（定時制・通信制含む）、特別支援学校高等部、高等専門学校、大学受験資格を得られる３年制の専修

一般財団法人 全学年 学校高等課程に在学していて、次にあてはまる生徒。（※2000年4月2日以降に生まれた方が対象）

       あしなが育英会 保護者が病気や災害（道路上の交通事故を除く）、自死（自殺）などで死亡、または保護者が1～5級の障害認定を 【月額】３万円 給付 2025年5月20日（消印有効） 5月9日（金）
https://www.ashinaga.org 受けていて経済的な援助を必要としている家庭の子ども。 ※ご家庭から郵送する場合は、学校に申請したことを必ずお伝えください

保護者が自動車やバイクの事故など、道路における交通事故で死亡したり、思い後遺障害のために働けず、 【月額】2万、3万、4万 各自で申請。ホームページを参照ください。

交通遺児育英会 全学年 経済的に就学が困難な生徒・学生であること。応募者が生まれる前に保護者が後遺障害となった場合も含む。 から選択（うち1万円は給付） 貸与(無利子) 2026年1月31日（土） 各自で申請
https://www.kotsuiji.com 【入学一時金】 （一部給付）

20万、40万、60万から選択

※1年生入学後希望者に貸与

国内に所在する国公立の全日制普通科の高等学校1年又は同中等教育学校（後期課程）の4年に在学する生徒で次に

公益信託人志奨学基金 １年生 該当する者。 【月額】２万円 給付 2024年5月9日（金） 【消印有効】 4/28（月）

（対象：１年生） ①家族の生計を支える親を失うなど、何らかの理由によって経済的影響を受け、奨学金を必要とする者。

②学業優秀（中学校3年の5教科評定平均値が5点満点中、4.4点以上）、品行方正かつ人格に優れる者。

③学校⾧が推薦する者。（１校につき１名）


